
延
慶
本
「
平
家
』
の
硫
黄
烏
謹
の
中
心
人
物
は
ｌ
堂
一
本
な
ど
と
は
遮

っ
て
ｌ
詳
密
な
熊
野
三
山
勧
講
話
や
康
頼
俊
寛
禅
宗
問
答
話
の
存
在
に
窺

え
る
よ
う
に
、
間
違
い
な
く
平
判
官
康
頼
で
あ
る
。

は
じ
め
に
１
重
層
構
造
と
し
て
の
延
慶
本
「
平
家
物
語
』
ｌ

（
１
）

延
慶
本
「
平
家
物
錘
叩
」
の
硫
黄
烏
諏
は
、
現
地
の
実
体
に
根
ざ
し
た
部
分
を

有
し
て
い
る
ｌ
こ
れ
が
、
小
穂
の
主
旨
で
あ
る
．
た
と
え
ば
康
頼
ら
が
熊

野
三
山
を
当
地
に
勧
請
し
て
熊
野
詣
で
を
し
た
と
か
、
三
人
が
海
の
近
く
に
住

ん
で
い
た
ら
し
い
と
か
、
エ
ビ
ス
三
郎
殿
の
祁
ら
れ
る
岩
殿
を
彼
ら
も
巡
拝
し

て
い
た
な
ど
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
平
家
」
が
そ
の
前
半
部
（
清
盛
の
死
去
あ
た
り
）
ま
で
で
い
っ
た
ん
成
立

し
た
と
す
る
考
え
方
〔
冨
倉
徳
次
郎
（
一
九
六
四
）
な
ど
〕
は
、
相
応
の
説
得

力
が
あ
る
。
そ
の
前
半
部
に
お
い
て
、
質
・
量
と
も
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
て
い
る
の
は
、
鹿
の
谷
事
件
関
連
話
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
こ
そ
、
『
平
家
」
成

立
の
始
原
的
な
様
相
を
窺
う
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
み
る
。

「
平
家
」
の
鹿
の
谷
事
件
関
連
話
は
含
平
家
」
以
前
〉
の
要
素
を
色
濃
く
残

（
ワ
》
）

し
て
い
る
と
み
る
わ
け
で
（
詳
細
は
別
稿
）
、
そ
の
中
で
も
、
最
辺
境
の
地
に

流
罪
に
さ
れ
た
者
が
ま
れ
ま
れ
に
し
て
帰
洛
を
果
た
す
と
い
う
硫
黄
島
認
は
、

そ
の
非
日
常
性
ゆ
え
に
衆
目
を
浴
び
、
早
い
段
階
で
物
語
化
の
道
を
歩
み
始
め

延
慶
本
「
平
家
物
語
』
硫
黄
島
讃
の
実
体
密
着
性

〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
発
見
Ｉ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
延
慶
本
に
お
い
て
は
、
硫
黄
島
謹
と
リ
ン

ク
し
て
崇
徳
院
怨
霊
認
な
ど
が
位
憧
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
硫
黄
島
課
は
鹿

コ
ア

の
谷
事
件
関
連
話
の
中
に
お
け
る
核
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

小
稿
で
述
べ
よ
う
と
す
る
実
体
密
蒲
性
は
、
そ
の
今
平
家
』
以
前
〉
の
要

素
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈
歴
史
上
の
実
体
に
依
拠
し
た
部
分
〉

と
い
う
基
層
を
物
語
内
に
探
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
肉
付
け
さ
れ
、

タ
マ
ネ
ギ
の
よ
う
に
重
隔
的
に
物
語
が
成
長
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
解
明
す
る
端
緒

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
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第13巻第３号（2012年１２月）

、
、

「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
十
に
、
「
中
頃
、
広
言
・
康
頼
こ
そ
、
（
後
白
河
院

が
つ
ね
に
）
具
し
て
歌
ふ
者
に
て
あ
れ
」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
の
語
る
仁
安

四
年
（
一
一
六
九
）
正
月
の
熊
野
参
詣
に
、
康
頼
は
藤
原
成
親
・
藤
原
親
信
・

平
業
房
・
藤
原
能
盛
・
藤
原
親
盛
・
平
資
行
と
と
も
に
近
侍
し
て
い
る
。
こ
の

七
名
の
う
ち
資
行
は
新
参
で
、
残
り
の
六
人
に
つ
い
て
馬
場
光
子
（
二
○
一
○
）

は
、
「
法
住
寺
広
御
所
の
今
様
の
会
に
同
席
し
て
い
た
者
た
ち
」
で
あ
り
、
と

、
、

く
に
「
そ
の
中
の
業
房
・
能
盛
・
康
頼
・
親
盛
の
四
人
」
は
「
院
に
非
常
に
密

接
し
た
近
臣
集
団
」
で
あ
る
と
す
る
。
歴
史
上
の
実
体
と
し
て
の
康
頼
が
、
後

白
河
近
臣
の
五
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
の
者
（
政
治
的
分
野
で
は
な
く
趣
味
的
分

野
で
、
と
い
う
べ
き
か
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

延
慶
本
の
康
頼
像
も
「
康
頼
入
道
ハ
洛
中
無
双
ノ
（
馴
子
舞
の
）
上
手
ナ
リ
」

「
聖
照
（
Ⅱ
康
頼
）
ガ
第
一
ノ
能
ニ
ハ
今
様
コ
ソ
候
シ
カ
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
「
愚
管
抄
」
巻
五
の
「
康
頼
ナ
ド
云
う
サ
ル
ガ
ウ
ク
ル
イ
物
」

と
も
符
合
す
る
し
、
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
十
の
「
康
頼
、
声
に
を
き
て
は

め
で
た
き
声
な
り
」
「
沙
羅
林
・
早
歌
な
ど
、
弁
へ
歌
ふ
こ
と
、
心
得
た
る
上

手
な
る
」
と
語
ら
れ
る
康
頼
像
と
も
重
な
る
。
源
健
一
郎
（
一
九
九
二
が
、

延
慶
本
の
康
頼
像
と
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
十
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
と
指

摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

熊
野
研
究
の
成
果
〔
松
田
文
夫
（
二
○
○
四
）
な
ど
〕
を
総
合
す
る
と
、
後

白
河
院
は
永
暦
元
年
（
二
六
○
）
十
月
以
降
、
年
一
、
二
回
の
ペ
ー
ス
で
最

終
回
の
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
四
月
ま
で
の
約
三
○
年
間
に
お
い
て
三
十
四

回
の
熊
野
参
詣
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
参
詣
回
数
と
年
月
日
記
述
が

一
致
す
る
資
料
と
し
て
は
、
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
十
の
仁
安
四
年

（
一
一
六
九
）
正
月
の
参
詣
が
「
第
十
二
度
」
で
あ
っ
た
と
す
る
記
述
が
知
ら

れ
て
い
て
、
生
涯
参
詣
回
数
（
三
十
四
回
）
と
整
合
的
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
康
頼
が
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
に
硫
黄
島
に
流
さ
れ

た
時
点
で
「
十
八
度
」
の
参
詣
を
果
た
し
て
い
た
と
す
る
延
慶
本
「
平
家
』
の

記
述
と
も
創
濡
し
な
い
（
後
白
河
に
随
伴
し
た
参
詣
は
こ
の
う
ち
三
回
）
。
「
梁

い
玄

塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
に
は
、
後
白
河
院
が
広
一
一
一
一
口
・
康
頼
と
と
も
に
新
熊
野
神

社
に
参
詣
し
た
際
の
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
馬
場
光
子
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
一
六
五
年
以
降
の
こ
と
か
と
推
定
し
て
い
る
。
一
一
六
五
年
は
、
康
頼
が

（
３
）

一
一
十
歳
と
推
定
さ
れ
る
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
康
頼
は
後
白
河
院
に
近

侍
し
始
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
以
降
、
年
に
一
、
二
回
の
ペ
ー
ス
で
一
一
七
七

年
前
半
ま
で
康
頼
が
熊
野
参
詣
を
果
た
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
約
十
三
年
間
で

「
十
八
度
」
程
度
と
な
る
。

延
慶
本
『
平
家
』
の
康
頼
像
の
す
べ
て
が
歴
史
的
実
体
（
史
実
）
に
根
ざ
し

た
も
の
だ
な
ど
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
康
頼
像
自
体
が
重
層
的
な
形
成
を
経

て
い
る
ら
し
い
（
別
稿
）
。
し
か
し
、
延
慶
本
の
康
頼
像
の
核
に
な
る
部
分
に
、

実
体
と
棚
酪
し
な
い
康
頼
像
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。

そ
の
康
頼
が
、
生
き
て
硫
黄
島
か
ら
帰
洛
し
た
の
で
あ
る
。
康
頼
だ
け
で
は

な
い
。
成
経
も
赦
さ
れ
て
帰
洛
し
、
三
年
後
に
復
官
を
果
た
し
た
。
成
経
は
、

養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
に
従
四
位
上
、
翌
年
、
平
家
が
都
落
し
て
の
ち
右
近

衛
少
将
に
還
任
し
、
の
ち
参
議
・
右
中
将
・
正
三
位
ま
で
昇
っ
た
。
建
仁
二
年

（
一
二
○
二
）
ま
で
生
存
し
て
い
る
（
四
十
七
歳
）
。

僻
遠
の
島
ゆ
え
に
硫
黄
島
の
描
写
な
ど
は
都
人
の
想
像
の
産
物
で
あ
ろ
う
と

片
付
け
る
よ
り
も
（
そ
の
一
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
）
、
こ
の
二
人

二

319

国際文化学部論集



三
硫
黄
島
ま
で
の
経
路
の
実
体
密
着
性
（
前
稿
の
要
約
再
述
）

奥
七
嶋
卜
申
ハ
、
未
ダ
此
土
ノ
人
ノ
渡
ダ
ル
事
ナ
シ
」
の
記
述
は
、
十
分
に
は

読
み
解
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
前
稿
で
述
べ
た
の
で
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
そ

の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
屋
久
島
と
口
之
島
の
間
の
海
域
に
、
古
代
日
本
人
は
国
境
の
意
識
を
も
っ

て
い
た
。

②
「
端
五
鴫
」
は
、
種
子
島
・
屋
久
島
・
口
永
良
部
島
・
硫
黄
島
・
竹
島
の

が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
前
稿
で
は
、
延
慶
本
『
平
家
」
の
「
端
五
島
ガ
内
、
少
将

１
１
‐
１
１
ト

ヲ
バ
三
ノ
迫
ノ
北
ノ
油
黄
島
．
．
．
（
中
略
）
…
ニ
ゾ
捨
置
ケ
ル
」
と
い
う
表
現
に

注
目
し
た
。
「
三
ノ
迫
ノ
北
」
の
「
北
」
と
は
、
南
か
ら
の
経
路
で
「
北
」
、
す

な
わ
ち
〃
向
こ
う
″
だ
と
説
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
の
想
定
を

、
、

し
て
み
る
と
わ
か
る
が
、
薩
摩
半
島
か
ら
南
の
硫
黄
島
へ
の
経
路
を
説
明
す
る

ま
ず
、
硫
黄
島
に
至
る
経
路
か
ら
し
て
、
延
慶
本
の
記
述
が
現
地
の
実
体
を

反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

か
ら
発
信
さ
れ
た
硫
黄
島
の
情
報
が
、
「
平
家
物
語
」
に
も
流
入
し
た
と
考
え

る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
種
子
島
ｌ
屋
久
島
１
口
永
良
部
島
Ｉ
硫
黄
島
ｌ
竹
島
の
航
路
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
薩
摩
か
ら
で
は
な
く
大
隅
か
ら
硫
黄
島
に
渡
る
の

こ
れ
ま
で
、
延
慶
本
に
み
え
る
「

が
ふ

五
つ
の
島
。
黒
島
は
外
れ
る
。

延慶本「平家物語」硫黄島諏の実体密着性

皿
・
脂
蛎
怖
仕
ヨ
『
。
Ⅲ
ノ
コ
ヨ
’
耐

◎

の
に
、
あ
る
目
印
の
「
北
」
（
Ⅱ
手
前
）
な
ど
と
い
う
説
明
は
、
ふ
つ
う
あ
り

え
な
い
。
こ
の
表
現
は
、
口
永
良
部
島
か
ら
の
視
座
、
も
っ
と
い
え
ば
種
子
島

航
路
が
露
呈
し
た
も
の
と
見
て
こ
そ
つ
な
が
る
も
の
な
の
だ
。
「
三
ノ
迫
」
に

相
当
す
る
「
デ
ン
島
」
と
い
う
島
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
前
稿
で
指
摘
し
た
。

延
慶
本
の
表
現
で
、
現
地
の
実
体
と
符
合
す
る
表
現
が
、
も
う
一
つ
あ
っ
た
。

康
頼
・
成
経
が
帰
洛
を
許
さ
れ
て
硫
黄
島
を
離
れ
て
か
ら
の
、
「
少
将
ハ
刈
別

判
刻
判
引
嶋
ヲ
漕
出
テ
、
風
ヲ
シ
ノ
ギ
波
ヲ
ワ
ケ
、
浦
伝
鴫
伝
シ
テ
、
廿
三
日

ト
云
ニ
ハ
九
国
ノ
地
へ
付
ニ
ヶ
リ
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
「
九
月
半
ス
ギ
テ
」

出
帆
し
「
廿
三
日
」
に
「
九
国
ノ
地
」
に
到
着
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
約
一
週

間
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
硫
黄
島
１
口
永
良
部
島
ｌ
屋
久
島
ｌ
種
子
島

ｌ
大
隅
半
島
の
航
路
な
ら
ば
、
「
浦
伝
嶋
伝
」
の
表
現
と
も
剛
鰐
し
な
い
し
、

風
待
ち
波
待
ち
し
な
が
ら
約
一
週
間
か
か
っ
た
と
い
う
日
程
と
も
符
合
す
る
。

前
稿
で
述
べ
た
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
康

頼
・
成
経
・
俊
寛
の
三
人
は
死
罪
一
等
を
減
じ
ら
れ
、
遠
流
の
中
の
遠
流
、
つ

、
、
、
、
、
、

ま
り
日
本
の
最
辺
境
へ
流
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
結
果
的

、
、
、
、

に
、
当
時
の
国
境
の
島
で
あ
る
硫
黄
島
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
節
で
は
、
硫
黄
島
総
体
の
描
写
に
つ
い
て
、
実
体
と
合
う
の
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。
諸
注
釈
で
「
平
家
」
硫
黄
島
認
が
「
新
楽
譜
」
や
『
和
漢
朗
詠

集
」
の
影
響
を
受
け
た
描
写
を
含
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
大
石
直

正
二
九
八
○
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
境
外
の
民
と
し
て
観
念
的
に
島
民
を
形

四
硫
黄
島
総
体
の
描
写
の
実
体
密
着
性

三
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硫
黄
岳
の
噴
煙
を
雲
核
と
し
た
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
雨
粒
が
、
現
在
以
上
に
頻

繁
に
降
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第３号（2012年12月）

た
と
こ
ろ
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
硫
黄
島
の
様
子
を
「
其
地
乾
地
ニ
シ
テ
、
田
畠
モ
ナ
ケ
レ
バ
米
穀
モ

ナ
シ
」
と
表
現
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
「
三
島
村
誌
」
第
一
編
に
「
頂
上
一
帯

の
噴
気
孔
か
ら
噴
出
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
は
時
に
は
酢
雨
（
酸
性
雨
）
と
な
っ
て

部
落
に
降
下
し
農
作
物
に
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
た

し
か
に
昔
か
ら
田
畑
は
な
い
。
現
在
の
島
民
も
そ
う
証
言
し
て
い
る
。
同
書
第

四
編
に
、
古
老
談
と
し
て
水
田
耕
作
の
あ
と
が
硫
黄
島
に
も
存
在
し
た
可
能
性

に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
一
時
期
に
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

次
に
、
「
鴫
ノ
中
二
商
キ
山
ア
リ
。
嶺
ニ
ハ
火
モ
ヘ
」
の
描
写
に
つ
い
て
も
、

硫
黄
岳
の
様
子
と
符
合
す
る
。
硫
黄
岳
は
現
在
な
お
噴
煙
を
上
げ
続
け
る
活
火

山
で
あ
る
。
「
此
山
ノ
岸
一
一
上
リ
テ
流
黄
ト
云
物
ヲ
取
テ
」
に
つ
い
て
も
、
佐

倉
由
泰
（
二
○
○
六
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
硫
黄
島
で
硫
黄
を
産
出
す
る
こ
と

と
符
合
す
る
（
た
だ
し
、
こ
の
表
現
は
「
有
王
丸
油
黄
嶋
へ
尋
行
事
」
の
も
の

な
の
で
、
後
次
的
に
流
入
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
私
は
、
有
王
説
話
全
体
の
後

次
性
を
想
定
し
て
い
る
）
。

さ
ら
に
、
「
麓
ニ
ハ
雨
降
テ
、
雷
鳴
事
隙
ナ
ケ
レ
バ
」
の
部
分
に
つ
い
て
も
、

「
年
間
総
雨
域
三
一
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
は
屋
久
島
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
海

洋
島
と
し
て
は
多
い
」
（
「
三
島
村
誌
」
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
開
聞
岳
の
貞
観
・

仁
和
の
大
噴
火
、
富
士
山
の
延
暦
・
貞
観
の
大
噴
火
な
ど
か
ら
平
安
期
に
は
日

本
列
島
の
火
山
全
体
が
現
在
よ
り
も
活
発
な
火
山
活
動
を
し
て
い
た
と
さ
れ
、

象
し
よ
う
と
し
た
部
分
も
あ
る
。
都
人
が
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
硫
黄
島
や
島
民

を
描
い
た
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
硫
黄
島
諏
の
記
述
や
描
写
を
重

層
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
、
そ
の
中
核
的
部
分
に
、
実
体
に
密
着
し

住
所
ヨ
リ
南
ノ
方
二
五
十
余
町
ヲ
去
テ
、
一
ノ
離
山
ア
リ
」
の
表
現
は
決
定
的

で
あ
る
。
三
人
の
住
ん
だ
場
所
が
も
し
島
の
南
岸
地
帯
で
あ
っ
た
な
ら
、
三
人

の
「
住
所
」
よ
り
「
南
ノ
方
」
に
「
五
十
余
町
」
も
進
む
こ
と
な
ど
成
り
立
た

な
い
。
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
、
三
人
の
居
住
地
は
島
の
東
側
で
は
な
く
北
側
だ

と
い
う
こ
と
も
確
定
す
る
。

こ
こ
に
出
る
「
離
山
」
と
は
、
独
立
峰
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
硫
黄
島
の
南

岸
近
く
に
稲
村
岳
と
い
う
独
立
峰
が
あ
る
（
地
図
１
）
。
別
稿
で
詳
述
す
る
が
、

稲
村
岳
と
い
う
名
称
自
体
に
エ
ビ
ス
三
郎
信
仰
の
片
鱗
が
窺
え
る
こ
と
が
判
明

し
た
（
エ
ビ
ス
と
同
義
の
ヒ
ナ
モ
リ
↓
イ
ナ
モ
リ
↓
イ
ナ
マ
ル
↓
イ
ナ
ム
ラ
）
。

三
人
は
、
島
人
が
「
エ
ビ
ス
三
郎
殿
」
を
祁
っ
て
あ
る
「
岩
殿
」
を
〈
硫
黄
島

い
う
表
現
か
ら
窺
え
る
。
海
を
見
な
が
ら
抽
象
的
に
〃
都
を
想
う
″
と
語
っ
て

、

い
る
の
で
は
な
い
。
海
を
隔
て
て
「
都
ノ
方
」
を
「
眺
メ
」
て
い
た
の
で
あ
る
。

島
の
南
側
や
西
側
か
ら
、
都
が
存
在
す
る
方
角
と
し
て
海
の
向
こ
う
を
眺
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
・
島
の
北
側
か
東
側
を
想
定
す
れ
ば
、
都
の
方
角
で
あ
る
し
、

岩
礁
な
ど
の
「
浦
々
嶋
々
」
が
た
し
か
に
見
え
る
。
し
か
も
、
「
此
ノ
人
々
ノ

沈
ミ
ハ
テ
ズ
、

康
頼
・
成
経
・
俊
寛
の
三
人
が
硫
黄
島
の
中
で
住
ん
だ
場
所
は
、
島
の
北
側

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
延
慶
本
の
、
「
少
将
、
判
官
入
道
ハ
、
思
ニ
モ

、

画際文化学部論粟第13巻

五
三
人
の
居
住
地
と
「
蛮
岳
」
「
岩
殿
」
と
の
位
置
関
係

と

吊
ニ
ハ
浦
々
嶋
々
ヲ
見
廻
シ
テ
、

都
ノ
方
ヲ
モ
眺
メ
ヤ
ル
」 四
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ま
た
、
「
少
将
、
判
官
入
道
ハ
…
（
中
略
）
…
流
黄
津
ト
云
所
へ
移
ニ
ケ
リ
。

僧
都
余
ノ
悲
二
船
津
マ
デ
来
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
赦
免
船
は
ま
ず
三
人
の
居

（
萱
）

住
地
の
磯
に
直
接
接
岸
し
た
の
ち
、
島
の
本
来
の
港
「
流
黄
津
」
に
移
動
し
た

、
、

と
読
め
る
。
俊
寛
も
「
船
津
マ
デ
」
そ
れ
を
追
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

通
常
、
船
が
三
人
の
前
に
現
れ
た
ら
、
着
岸
し
た
そ
の
場
所
か
ら
出
帆
す
れ
ば

良
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
〃
移
動
〃
は
、
物
語
の
展
開
に
は

機
能
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
覚
一
本
な
ど
で
こ
の
〃
移
動
″
が
無
意
味
な
も
の

と
し
て
消
去
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
物
語
の
展
開
に
機
能
し

な
い
部
分
を
延
慶
本
が
存
し
て
い
る
の
は
、
事
実
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た

ゆ
え
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
硫
黄
島
の
中
で
天
然
の
良
港
と
呼
べ
る
の
は
、
現
在
も
フ
ェ
リ
ー
み

し
ま
が
着
岸
す
る
南
側
の
長
浜
港
た
だ
一
つ
で
あ
る
（
実
体
と
し
て
、
島
の
北

側
は
不
安
定
な
船
着
き
場
し
か
な
い
の
で
先
述
の
〃
移
動
″
が
あ
っ
た
の
だ
）
・

（
砿
）

長
浜
港
が
、
延
慶
本
の
い
う
「
流
黄
津
」
だ
ろ
う
。
嵐
な
ど
が
や
っ
て
き
た
と

き
に
船
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
今

で
も
島
唯
一
の
集
落
（
長
浜
集
落
）
は
、
長
浜
港
の
背
後
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
脇
に
稲
村
岳
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
人
の
居
住
地
を
島

の
北
側
に
、
島
の
本
港
を
島
の
南
側
に
、
そ
れ
ぞ
れ
想
定
し
う
る
と
い
う
こ
と

と
、
右
の
「
移
ニ
ヶ
リ
」
、
「
船
津
マ
デ
来
テ
」
も
符
合
す
る
。

さ
ら
に
、
「
蛮
岳
」
「
岩
殿
」
を
稲
村
岳
で
あ
る
と
す
る
と
、
延
慶
本
の
次
の

地図１ 硫黄島の熊野三山

熊
野
〉
（
後
述
）
と
し
て
紀
り
直
し
、
そ
の
周
辺
を
巡
拝
し
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
名
称
を
持
つ
稲
村
岳
が
、
島
の
南
岸
に
位
置
し
、
「
離
山
」
で
あ

り
、
島
の
北
側
か
ら
「
五
十
余
町
」
の
位
置
に
あ
る
の
だ
。

（
瞳
）



殿
卜
名
付
タ
リ
。
此
ノ
鵬
二
猛
火
俄
ニ
モ

種
々
ノ
供
物
ヲ
捧
テ
祭
候
ヘ
バ
、
猛
火
モ

鴫
ノ
住
人
自
安
堵
仕
」
ト
ゾ
叩
ケ
ル
。

島
に
「
猛
火
」
が
燃
え
出
た
（
硫
黄
岳
の
噴
火
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
）

時
に
「
蛮
岳
」
「
岩
殿
」
に
祈
請
す
る
と
、
そ
れ
が
鎮
ま
っ
て
く
れ
て
「
安
堵
」

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
火
山
（
硫
黄
岳
）
と
村
里
（
長
浜
村
）
と
の
間
に

前
衛
峰
（
稲
村
岳
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
村
里
が
守
ら
れ
る
と
い
う
位

祇
関
係
も
整
合
的
で
あ
る
。
「
南
ノ
方
へ
五
十
余
町
」
と
い
い
、
「
離
山
」
と
い

い
、
硫
黄
岳
や
村
里
と
の
位
侭
関
係
と
い
い
、
す
べ
て
の
条
件
を
稲
村
岳
は
満

た
し
て
い
る
。
も
は
や
偶
然
だ
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
。

描
写
と
も
合
致
す
る
。

１
１

蛮
岳
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
。
鬼
界
嶋
ノ
住
人
等
、
「
ア
ノ
蛮
ガ
岳
ニ
ハ
、
エ
ビ

さ
て
、
三
人
の
届
住
地
が
島
の
北
側
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
南
側
の
稲
村
岳
が

延
慶
本
の
い
う
「
蛮
岳
」
「
岩
殿
」
で
あ
る
こ
と
と
は
、
相
互
補
完
的
に
成
り

立
つ
と
い
う
わ
け
だ
が
（
こ
う
い
う
想
定
が
成
り
立
つ
島
自
体
、
硫
黄
島
以
外

に
は
な
い
）
、
三
人
は
、
硫
黄
島
の
北
側
の
ど
こ
に
居
住
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
探
る
鍵
は
、
延
慶
本
の
次
の
よ
う
な
描
写
に
あ
る
。

315

俊
寛
一
人
岩
ノ
ハ
ザ
マ
、
松
ノ
木
陰
二
留
居
テ
…
（
中
略
）
．
：
一
山
皆
動

僧
都
ハ
余
リ
ニ
悲
二
疲
レ
テ
、
岩
ノ
迫
二
沈
居
タ
リ
。

走
り
大
風
モ
ノ
ド
カ
ニ
吹
テ
、

ス
三
郎
殿
卜
申
神
ヲ
祝
テ
、
岩
殿
卜
名
付
タ
リ
。

Ｉ
へ
出
テ
、
住
人
更
二
難
堪
時
、
種
々
ノ
供
物
ヲ
棒

＊

邑埠

岸
崩
レ
テ
大
海
二
入
ル
。
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六

（
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
俊
寛

と
康
頼
が
禅
宗
問
答
を
す
る
。
）

三
人
の
住
居
は
、
島
の
北
側
で
、
海
に
面
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
巨
岩
の

あ
る
と
こ
ろ
と
い
う
情
報
が
加
わ
る
。
そ
の
候
補
地
と
し
て
は
、
硫
黄
島
の
北

へ
い
け
の
じ
よ
う

部
に
あ
る
大
谷
（
ウ
ー
タ
ン
）
が
最
有
力
で
あ
る
。
平
家
之
城
（
こ
れ
は
中
世

の
薩
摩
平
氏
関
係
の
史
跡
と
み
ら
れ
る
）
の
西
側
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
大
き

な
谷
が
海
に
流
れ
込
ん
で
い
る
地
形
で
あ
る
。
硫
黄
島
の
北
岸
で
、
人
間
が
身

を
潜
め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
巨
岩
が
あ
る
の
は
、
こ
こ
大
谷
を
お
い
て
ほ

か
に
な
い
（
写
真
１
．
２
）
。
こ
こ
だ
と
、
①
島
の
北
側
で
あ
り
、
②
沖
合
い

の
浦
々
島
々
（
開
聞
岳
が
島
の
よ
う
に
兄
え
、
加
え
て
黒
島
も
）
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
、
③
身
を
潜
め
う
る
ほ
ど
の
巨
岩
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
す
べ
て

揺
シ
ケ
レ
バ
、

の
条
件
を
満
た
す
。

し
か
も
、
彼
ら
が
居
住
地
か
ら

熊
野
三
山
め
ぐ
り
を
し
て
一
戻
る
行

週
程
が
「
僅
二
半
日
二
行
帰
ル
路
」

ノ
と
表
現
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

階
「
南
ノ
方
へ
五
十
余
町
」
と
も
、

蔀
こ
こ
で
の
実
体
相
釜
（
大
谷
ｌ
稲

大
村
岳
周
辺
の
往
復
）
と
も
整
合
的

輿
で
あ
る
。

写
大
谷
以
外
に
も
う
一
か
所
候
補

地
が
あ
る
。
硫
黄
島
の
北
東
岸
、

け
つ
は
ま

穴
の
浜
の
北
部
に
硫
黄
岳
か
ら
流

石



鍵

れ
下
る
沢
が
三
か
所
あ
る
が
、
そ
の
一
番
北
の
沢
が
そ
れ
で
あ
る
（
仮
称
、
穴

き
た
さ
わ

の
浜
北
沢
）
。
平
家
之
城
の
す
ぐ
南
側
に
あ
た
り
、
現
在
、
一
二
島
村
に
よ
っ
て

こ
こ
へ
降
り
る
道
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
海
底
か
ら
温
泉
が
湧
出
し
、
海
の

色
を
美
し
く
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
図
で
見
る
か
ぎ
り
、
こ
の
北
沢

も
大
局
的
に
見
れ
ば
①
島
の
北
側
で
あ
り
、
②
竹
島
、
竹
島
ノ
鵜
瀬
、
平
瀬
と

い
う
島
や
岩
礁
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
③
身
を
潜
め
う
る
ほ
ど
の
巨
岩
が
な

く
は
な
い
。
た
だ
し
、
巨
岩
が
い
く
つ
か
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
沢
脚
体
が
開

け
た
Ｖ
字
型
で
、
鵠
風
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
写
真
３
）
。
硫
黄

島
は
台
風
で
家
屋
が
倒
壊
す
る
ほ
ど
風
が
強
く
、
風
避
け
は
軍
要
な
要
素
で
あ

る
。
穴
の
浜
北
沢
は
、
人
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
居
住
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。
一
方
の
大
谷
は
、
昼
な
お
暗
い
ほ
ど
Ｖ
字
谷
が
深
く
、
風
の
影
紳
を
ほ
と

脇#鯉

▲
単
毎

Ｆ
■
“
鐸
■
Ｅ

;驚譲職黒
・霜‘蝋ＩＦ

陰ｉ蕊３

鍵蕊｡‐■ﾛ画ロ．．ｄ０２みぎ

写真２大谷の「石岸」

ん
ど
受
け
な
い
（
写
真
４
）
。
そ
の
谷
が
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続

い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
水
も
得
や
す
い
場
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
は
、

硫
黄
島
の
中
で
も
ほ
か
に
な
い
。
開
聞
岳
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
九

州
本
土
に
焦
が
れ
た
で
あ
ろ
う
彼
ら
が
住
む
に
は
格
好
の
場
所
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

た
だ
一
つ
気
に
な
る
点
と
し
て
は
、
大
谷
を
出
発
点
と
し
て
、
稲
村
岳
（
「
蛮

岳
」
「
岩
殿
」
）
ま
で
「
南
ノ
方
へ
五
十
余
町
」
（
約
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と

い
え
る
か
ど
う
か
の
距
離
の
問
題
が
あ
る
。
直
線
距
離
（
こ
れ
は
空
か
ら
傭
脈

し
た
地
図
に
慣
ら
さ
れ
た
現
代
人
の
病
弊
）
で
南
北
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
烏
で

（
８
吋
）

あ
る
が
、
大
谷
か
ら
現
在
の
道
路
を
使
っ
て
稲
村
岳
登
山
川
で
あ
る
岳
ノ
神
に

至
り
、
そ
こ
か
ら
稲
村
岳
山
頂
ま
で
地
図
上
で
道
の
り
を
計
れ
ば
、
三
・
五
キ

蝿！

写真３穴の浜北沢＝浅い
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（
同
上
。
第
二
案
）
と
い
う
四
通
り
の
結
果
が
出
た
。
「
五
十
余
町
」
と
ま
さ
し

く
符
合
す
る
数
字
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
誤
差
は
、
〈
大
谷
か
ら
稲
村
橘
ま

で
〉
と
言
っ
た
場
合
、
稲
村
岳
の
山
頂
ま
で
登
る
こ
と
を
い
う
の
か
、
麓
の
遥

拝
所
を
い
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
し
、
あ
る
い
は
当
時
の
人
々
の
距
離

感
覚
の
換
算
の
仕
方
に
も
よ
る
。
総
じ
て
「
五
十
余
町
」
と
い
う
表
現
と
大
き

な
棚
嬬
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
地
図
も
メ
ジ
ャ
ー
も
な
い
時
代
に
、
お
そ
ら

く
実
際
に
歩
い
た
者
の
感
覚
で
「
五
十
余
町
」
と
表
現
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
大

谷
こ
そ
が
三
人
の
居
住
地
で
あ
る
と
い
う
想
定
は
ま
ず
揺
る
が
な
い
だ
ろ
う
。

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
。
し
か
も
、
当
時
の
道
は
現
在
の
車
道
以
上
に
ジ
グ

ザ
ク
と
左
右
に
振
れ
、
そ
の
上
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
激
し
い
（
上
か
ら
の
傭
倣

図
だ
け
で
な
く
横
か
ら
の
断
面
図
も
想
像
す
る
必
要
あ
り
）
。
そ
の
よ
う
な
ジ

グ
ザ
ク
道
、
高
低
差
、
小
さ
な
起
伏
を
想
定
す
る
と
、
正
味
「
五
十
余
町
」
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
沢
道
の
真
ん
中
に
大
き
な
岩
が
あ
っ
た
場

合
、
直
進
で
き
れ
ば
五
歩
の
と
こ
ろ
を
迂
凹
す
る
の
で
一
○
歩
か
か
る
な
ど
と

い
う
こ
と
が
、
現
実
の
山
道
に
は
あ
る
の
で
あ
る
（
写
真
５
．
６
）
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
二
○
一
二
年
十
一
月
に
大
谷
ｌ
稲
村
岳
を

（
毎
⑨
）

徒
歩
で
実
測
し
た
。
す
る
と
、
川
一
一
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
（
麓
の
遥
拝
所
ま
で
）
、

四
五
五
三
メ
ー
ト
ル
（
山
頂
ま
で
。
実
測
に
近
い
計
算
）
、
五
三
六
三
メ
ー
ト

ル
（
山
頂
ま
で
。
当
時
の
人
々
の
距
離
感
覚
第
一
案
）
、
五
七
○
六
メ
ｉ
ト
ル

写真５大谷の沢道（１）
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己

１
０
９

小
稿
の
核
心
は
、
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
史
上

の
突
体
と
し
て
の
平
康
頼
は
後
向
河
院
の
近
臣
で
あ
り
、
実
際
に
熊
野
参
詣
に

も
同
行
し
て
い
た
。
そ
の
康
頼
が
、
硫
黄
島
の
内
に
紀
州
の
熊
野
三
山
に
似
た

地
形
を
探
し
て
、
そ
れ
ら
を
勧
請
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
あ
り
う

る
こ
と
で
は
な
い
か
。

康
頼
が
硫
茂
島
に
勧
諾
し
た
ら
し
き
熊
野
三
山
を
、
本
家
紀
州
の
熊
野
三
川

と
区
別
す
る
た
め
に
、
以
下
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
と
呼
ぶ
。

１
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
新
宮

六
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
発
見

塩画ロ

dｉ

写真７熊野神社（新宮相当）

現
在
の
硫
黄
島
に
、
熊
野
神
社

と
称
す
る
や
し
る
が
あ
る
（
写
真

７
）
。
長
浜
港
の
近
く
で
、
そ
ば

に
長
浜
川
（
俊
寛
川
）
が
流
れ
て

い
る
。
海
や
川
と
の
近
さ
か
ら
、

こ
れ
が
熊
野
三
山
の
新
宮
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
に

で
も
想
像
が
つ
く
（
地
図
２
）
・

こ
れ
ま
で
は
、
他
の
二
社
に
相
当

す
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
現
・
熊
野
神
社

が
新
宮
相
当
で
あ
る
な
ど
と
言
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
熊
野
神
社
は
川
称
「
硫
批
大
権
現
」
で
は
な
い
か
と
の
異
論
が

出
る
か
も
し
れ
な
い
（
鹿
児
島
県
立
図
普
館
蔵
『
硫
黄
大
権
現
宮
御
本
縁
』
を

根
拠
と
し
て
）
。
た
し
か
に
、
硫
茜
岳
を
ご
神
体
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
〈
山
宮

（
奥
宮
）
ｌ
里
宮
（
遥
拝
所
）
〉
の
関
係
に
お
け
る
里
宮
の
性
格
を
有
し
た
時
期

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
『
三
国
端
勝
図
会
』
（
天
保
十
川
年
〈
一
八
四
三
〉
）

に
は
「
熊
野
三
所
大
権
現
」
「
熊
野
三
社
権
現
社
」
の
名
称
が
古
く
か
ら
あ
り
、

康
噸
ら
の
勧
詰
し
た
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

２
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
本
宮

硫
黄
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
俊
寛
堂
な
る
小
堂
が
あ
る
（
写
真
８
）
。
現
在
で

$､、
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地図３俊寛堂の立地

倒際文化学部論典第13巻朔３号（2012年12月）

は
、
〈
ひ
と
り
殻
き
去
り
に
さ
れ
た
俊
寛
が
、
そ
の
後
を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
〉

と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
れ
は
明
治
以
降
、
歪
曲
さ
れ
た
伝
承
の
よ
う

お
い
の
り

で
あ
る
。
『
一
二
国
名
勝
図
会
』
に
よ
る
と
、
俊
寛
堂
は
近
世
ま
で
「
御
祈
大
明

神
社
（
御
祈
明
神
）
」
「
御
祈
三
所
権
現
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
同
書
に
よ
る
と
、

、
、
、
、
、
、
、
、

康
頼
・
成
経
・
俊
寛
が
帰
洛
を
祈
っ
た
場
所
と
さ
れ
（
つ
ま
り
俊
寛
晩
年
の
居

所
で
は
な
く
）
、
洞
の
中
に
後
人
が
三
人
を
祁
っ
た
と
の
伝
を
も
つ
三
つ
の
石

が
あ
る
（
写
典
９
）
。

三
人
が
帰
洛
の
こ
と
を
祈
請
し
た
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
本
家
紀

州
で
い
う
と
熊
野
三
山
の
中
心
た
る
熊
野
本
宮
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て
地

図
を
見
る
と
、
こ
の
土
地
の
あ
る
特
徴
に
気
づ
く
。
長
浜
川
が
そ
の
全
流
路
の

巾
で
も
っ
と
も
屈
曲
し
て
い
る
弧
の
内
側
に
、
現
・
俊
寛
堂
（
御
祈
明
神
）
が

311

写真８俊寛堂（本宮相当）

○

蔵爵竺、
FE
l：

1．

、皇,‘：
。＆

:ii壁劇
』

灯

ｊ
討
柵
瀧

恥
。
”
叱
酢
唄
凸

か
坪
母
瞳
．

。
＄
ぷ
雨
》
皇

村
・
地
．
函
》
誠
一

灘
熟
鑓

繍
撫
繍
職

再
】

写真９三つの石

灘

位
世
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
地
図
３
、
写
典
皿
）
。

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
家
紀
州
の
熊
野
本
宮
大
社
は
今
で
こ
そ
小
丘
陵

の
上
に
あ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
の
水
害
時
ま
で
は
現
在

お
お
ゆ
の
は
ら

「
大
斎
原
」
と
呼
ば
れ
る
中
洲
に
立
地
し
て
い
た
。
そ
こ
は
、
熊
野
川
が
Ｃ
合
十

型
に
大
き
く
屈
曲
し
て
い
る
場
所
な
の
で
あ
る
（
写
真
ｕ
・
胆
）
。
蝿
国
史
大
辞

典
一
「
熊
野
街
道
」
に
よ
る
と
、
当
時
の
熊
野
参
詣
の
メ
ィ
ン
ル
ー
ト
は
田
辺

な
か
へ
ち

か
ら
入
る
中
辺
路
で
、
雌
終
日
は
発
心
門
王
子
ｌ
水
呑
王
子
ｌ
伏
拝
王
子
ｌ
蔽

戸
王
子
ｌ
熊
野
本
宮
と
進
ん
だ
。
北
西
の
方
角
か
ら
山
を
下
り
な
が
ら
大
斎
原

に
迫
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
ま
る
で
岬
の
突
端
に
本
宮
が
鎮
座
し
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
で
あ
る
。
著
し
い
熊
野
川
の
屈
曲
を
感
じ
な
が
ら
本

宮
に
接
近
し
て
ゆ
く
よ
う
な
参
詣
路
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
の
本
宮
は
浮
島

俊
寛
堂

写真１０長浜川の屈曲（下流方向）

篭議

蕊
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零
睡
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あ
っ
た
と
い
う
倉
熊
野
詣
』
）
。

不
浄
な
る
わ
れ
わ
れ
衆
生
が
、
此

岸
か
ら
水
に
入
る
と
い
う
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
擬
似
的
な

死
を
体
験
し
、
清
浄
な
る
彼
岸

（
本
宮
）
で
生
ま
れ
変
わ
る
と
い

う
浄
化
の
側
路
の
た
め
に
は
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
地
形
だ
っ
た
の

で
あ
る
・
山
本
殖
生
（
二
○
一
○
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
死
と
抑
生

を
テ
ー
マ
と
す
る
熊
野
信
仰
の
仙

界
に
お
い
て
、
周
囲
を
水
で
側
ま

の
よ
う
な
地
形
に
あ
っ
た
（
後
述
）
が
、
そ
の
周
囲
を
と
り
巻
く
川
の
う
ち
手

前
側
（
音
無
川
）
が
浅
か
っ
た
た
め
、
向
こ
う
側
（
熊
野
川
）
の
水
域
だ
け
が

景
観
的
に
目
立
つ
こ
と
に
な
り
、
岬
の
突
端
の
よ
う
に
見
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

大
斎
原
に
あ
っ
た
熊
野
本
宮
は
、
熊
野
川
、
音
無
川
、
そ
の
支
流
の
三
川
合

流
の
中
洲
に
あ
っ
て
（
周
囲
を
水
に
囲
ま
れ
た
浮
陽
の
よ
う
に
見
え
た
は
ず

だ
）
、
定
家
の
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
や
実
意
の
『
熊
野
詣
日
記
」
で
、
「
濡

れ
蕊
杏
の
入
堂
」
と
呼
ば
れ
る
渡
渉
を
経
な
け
れ
ば
渡
れ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
（
写
真
旧
）
。
五
来
重
が
戦
前
に
訪
れ
た
時
に
は
、
音
無
川
は
ま
だ
足
を
水

に
没
し
て
渡
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
し
、
今
で
こ
そ
上
流
に
ダ
ム
が
造
ら

れ
て
浅
い
川
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
熊
野
川
も
以
前
は
よ
り
水
瞳
の
多
い
川
で

延慶本『平家物語』硫黄島謙の爽体密粁性
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葡篭#’

写真１２現在の大斎原

界
に
お
い
て
、
周
囲
を
水
で
Ⅷ
ま

れ
た
、
水
上
に
浮
か
ぶ
社
殿
と
も
見
え
る
清
浄
な
土
地
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
そ
の
立
地
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
思
想
は
お
そ
ら
く
熊
野
鍵
茶
羅
に
通
じ
る
（
さ
ら
に
そ
の
淵
源
は
四
海

の
巾
心
に
須
弥
山
が
野
え
る
と
い
う
仏
教
的
世
界
観
か
）
。
熊
野
愛
茶
羅
は
重

要
文
化
財
を
含
め
て
数
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
古
態
本
ら
し
き
系
統
の

も
の
は
八
葉
式
と
呼
ば
れ
る
同
心
円
椛
図
を
中
心
に
侭
き
、
い
わ
ゆ
る
円
柑
の

中
心
に
阿
弥
陀
如
来
を
描
く
（
写
真
理
）
。
大
斎
原
の
本
宮
社
殿
が
浮
島
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
る
さ
ま
は
、
鍵
茶
羅
の
中
心
た
る
円
相
に
準
え
ら

れ
た
に
相
違
な
い
。
熊
野
受
茶
羅
は
古
い
も
の
で
鎌
倉
初
期
の
成
立
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
現
存
本
に
限
っ
た
も
の
で
あ
り
、
仙
界
観
の
共
通
性
と
い
う

観
点
で
み
れ
ば
、
熊
野
信
仰
の
一
盛
期
で
あ
る
院
政
期
に
時
を
同
じ
く
し
て
そ

写真１３院政期の大斎原（推定）

（|||本殖生（201()）柵'NtのilIIi像を加l:）
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の
思
想
は
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
製
茶
雑
の
巾
蝋
た
る
阿
弥
陀
仏
も
、

地
上
の
熊
野
本
宮
大
社
も
、
結
界
の
内
側
の
聖
な
る
空
間
に
鎮
座
し
て
い
た
と

い
う
わ
け
だ
。

こ
の
現
象
を
、
た
と
え
ば
康
頼
ら
と
は
無
関
係
に
、
平
安
末
期
の
熊
野
信
仰

隆
磯
の
中
で
ど
こ
か
の
誰
か
が
硫
黄
島
長
浜
川
の
最
大
脇
曲
点
の
内
側
に
本
官

（
御
祈
明
神
）
を
勧
請
し
た
の
だ
ろ
う
と
な
ど
と
一
般
化
す
べ
き
で
な
い
。
後

白
河
院
の
近
臣
と
し
て
実
際
に
何
度
も
熊
野
参
詣
し
た
康
頼
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

こ
れ
ほ
ど
の
拘
泥
が
あ
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
平
安
末
期
に
硫
黄
島
に
流

さ
れ
た
、
熊
野
好
き
の
都
人
が
、
康
頼
以
外
に
い
る
と
は
思
え
な
い
。

鎌

川
の
最
大
屈
曲
点
の
弧
の
内
側
に
、
紀
州
、
硫
黄
島
双
方
の
〃
本
宮
″
が
立

地
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
他
に
類
例

が
見
つ
か
れ
ば
、
〈
地
形
が
似
て
い
る
ゆ
え
に
や
し
ろ
を
そ
こ
に
勧
請
す
る
〉

＊

＊

日
副
『
』

ﾋー
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蕊

と
い
う
当
時
の
思
潮
の
存
在
が
補
強
で
き
る
。

左
の
せ
が
わ
、
、

薩
魔
半
島
南
西
部
、
南
さ
つ
ま
市
を
流
れ
る
一
一
級
河
川
・
万
之
瀬
川
の
雌
大

、
、
、

（
６
）

屈
曲
点
内
側
に
、
熊
野
社
が
か
つ
て
存
在
し
た
（
地
図
４
．
５
、
写
真
過
）
。

こ
こ
は
、
阿
多
平
四
郎
忠
紫
が
交
易
の
拠
点
と
し
た
地
（
港
湾
の
役
割
を
果
た

も
つ
た
い
ま
つ

し
た
）
と
し
て
近
年
注
Ⅱ
を
浴
び
て
い
る
持
郷
松
遺
跡
の
あ
る
、
ま
さ
に
そ
の

中
心
地
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
熊
野
社
が
創
建
さ
れ
た
時
代
相
ま
で

お
お
よ
そ
推
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
迩
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
る
貿
易
陶
磁
器

か
ら
、
こ
こ
が
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
時
代
は
お
お
よ
そ
十
二
世
紀
中
ご
ろ
～

卜
四
世
紀
中
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
う
い
う
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々

が
集
ま
り
、
や
し
る
が
勧
請
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
鎌
倉
期
に
は
紀
州

（
【
ｊ
）

の
熊
野
垂
”
で
も
い
っ
た
ん
沈
静
化
す
る
（
室
町
期
に
再
び
活
性
化
す
る
）
こ
と

間
掘
‐
縄刀

之
瀬
川
》今

、
喝

『
０
６
＄
も
§

rq

Q
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ロ
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写真1５左奥が．熊野社の跡地

れ
た
（
Ⅱ
川
の
岐
火
屈
曲
点
内
側
に
熊
野
本
宮
を
勧

詰
す
る
と
い
う
知
恵
の
伝
授
が
あ
っ
た
）
と
考
え
る

の
が
自
然
だ
ろ
う
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
〈
硫

黄
島
熊
野
〉
は
、
那
押
の
滝
も
含
め
て
三
山
が
完
備

し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
の
持
鉢
松
熊
野
社
は
、

こ
の
本
寓
相
当
の
や
し
ろ
以
外
に
は
、
存
在
し
な

い
。
河
ｎ
に
新
宮
相
当
の
や
し
ろ
も
な
い
し
、
近
く

に
滝
ら
し
き
も
の
も
な
い
。
つ
ま
り
、
三
山
が
揃
っ

て
い
る
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
ほ
う
が
、
本
源
的
な
姿

を
留
め
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
完
備
し
た

く
硫
黄
島
熊
野
〉
の
う
ち
本
宮
州
当
の
や
し
ろ
が
持

鉢
松
に
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
方
向
性
は
想
定
で
き
た

と
し
て
も
、
そ
の
逆
、
す
な
わ
ち
本
宮
州
当
の
や
し

ろ
し
か
存
在
し
な
い
持
鉢
松
の
熊
野
信
仰
が
硫
黄
島

に
流
れ
、
新
寓
や
那
智
を
付
加
し
て
三
川
を
完
備
し

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
持
紳
松
の
熊
野
社
は
院
政
期
～
鎌
倉
初
期
に
勧
請
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
よ
り
少
し
後
の
時
代
、
た
と
え
ば
十
五
世
紀
以
降
に

な
る
と
、
こ
の
地
域
の
中
心
は
南
さ
つ
ま
市
加
世
田
（
別
府
城
、
口
新
寺
〈
竹

田
神
社
〉
）
や
日
置
市
伊
作
（
伊
作
城
）
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。
人
も
住
ま
な
く

な
っ
た
時
点
で
人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
熊
野
社
が
勧
請
さ
れ
る
は
ず
は
な
い

し
、
熊
野
信
仰
の
熱
気
が
沈
静
化
し
た
時
期
に
勧
請
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

さ
て
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
御
祈
明
神
（
俊
寛
堂
）
と
、
持
鉢
松
熊
野
社
と

は
近
い
地
域
に
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
も
う
一
方
に
影
聯
を
与
え
て
勧
請
さ

～一一

爵
刈

延慶本｜｢平家物語」硫黄烏那の実体滞粁性

３
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
那
智

永
年
、
硫
黄
島
に
滝
は
存
在
し
な
い
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、

二
○
一
一
年
九
月
の
調
査
に
お
い
て
、
三
島
村
役
場
硫
黄
島
出
張
所
の
徳
田
和

良
所
長
（
当
時
。
現
在
は
前
所
長
）
か
ら
、
滝
の
存
在
の
教
示
を
受
け
た
。
ま

と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
た
後
に
し
か
兄
ら
れ
な
い
滝
が
、
島
内
に
数
か
所
あ
る
。

徳
田
所
長
に
案
内
さ
れ
た
滝
の
中
で
、
も
っ
と
も
滝
ら
し
い
滝
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
の
が
、
仮
称
〈
硫
菰
島
那
押
の
滝
〉
で
あ
る
（
写
典
陥
．
Ⅳ
）
。
こ
の
滝

た
と
は
考
え
に
く
い
（
付
加
さ
れ
た
二
社
の
説
明
が
で
き
な
い
）
。
こ
の
よ
う

に
突
き
詰
め
る
と
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
が
硫
黄
島
に
勧
請
さ
れ
た
時
代
相
は
、

持
琳
松
熊
野
社
と
同
時
代
（
院
政
期
～
鎌
倉
初
期
）
か
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
持
鉢
松
熊
野
社
の
存
在
は
、
〈
地
形
が
似
て
い
る
ゆ
え
に
や

し
ろ
を
そ
こ
に
勧
請
す
る
〉
と
い
う
思
潮
が
当
時
存
在
し
た
こ
と
の
傍
証
に
な

る
と
と
も
に
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
時
代
性
を
測
る
根
拠
と
も
な
る
の
だ
。
歴

史
上
の
実
体
た
る
平
康
頼
が
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
を
勧
請
し
た
可
能
性
は
、
ま
す

ま
す
高
く
な
っ
た
と
言
え
る
。

な
お
、
持
鉢
松
熊
野
社
以
外
に
も
、
川
の
屈
曲
点
の
内
側
に
熊
野
社
が
勧
請

さ
れ
て
い
る
例
は
、
東
京
都
葛
飾
区
、
愛
媛
県
四
国
中
央
市
な
ど
い
く
つ
か
あ

る
。
と
く
に
後
者
は
、
熊
野
社
の
近
く
に
「
新
宮
」
と
い
う
地
私
も
あ
る
。
全

国
の
熊
野
社
を
精
査
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
地
形
の
類
似
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た

や
し
ろ
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
創
建
の
時
代

性
が
判
明
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
一
一
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の
剛
像
の
提
供
を
徳
田
所
長
か
ら
受
け
た
際
に
、
そ
の
形
状
を
見
て
衝
繋
を
受

け
た
。
本
家
紀
州
の
那
智
の
滝
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
写
真
喝
）
。
第

一
に
、
山
の
斜
面
が
左
右
か
ら
迫
っ
て
Ｖ
字
を
成
す
谷
か
ら
滝
が
落
ち
て
お

り
、
第
二
に
、
そ
の
幅
が
広
が
る
こ
と
な
く
糸
の
よ
う
に
落
ち
て
お
り
、
第
三

に
、
そ
の
滝
が
奥
行
き
の
前
後
に
お
い
て
滑
り
台
状
や
階
段
状
に
な
っ
て
途
中

の
岩
に
当
た
る
こ
と
な
く
直
下
に
落
ち
て
お
り
、
第
四
に
、
そ
の
滝
が
左
右
の

幅
に
お
い
て
振
れ
る
こ
と
な
く
直
下
に
落
ち
て
お
り
、
さ
ら
に
第
五
に
、
滝
壷

の
直
視
を
遮
る
か
の
よ
う
に
向
か
っ
て
左
上
か
ら
右
下
へ
尾
根
が
伸
び
て
滝
の

下
部
を
隠
し
て
い
る
（
紀
州
の
那
智
の
滝
の
観
望
点
は
那
智
大
社
や
青
岸
渡

寺
。
こ
れ
が
一
般
的
な
見
方
だ
ろ
う
。
硫
黄
島
の
那
柳
の
滝
の
観
望
点
は
、
稲

村
岳
を
周
回
す
る
道
の
中
で
、
も
っ
と
も
滝
へ
の
視
界
が
開
け
て
い
る
地
点
）
。

の
，
函
制
■
屍
馴
劇
軸
却
亭

．
〃

芦
』
＆
Ｆ
開

■
Ｏ
ｇ
ｒ
－

鍍
峰
俸
狼

＝

禰
詮
や

堅
・
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鶴
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■

α
巳
ロ
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世

再
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■
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写真１７硫黄島の那智の滝

』”

幅
狭
（
糸
状
の
も
の
）
が
一
二
滝
で

あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
一
二
滝
の
う

ち
、
四
滝
は
段
爆
に
近
く
、
や
や
斜

め
に
（
右
斜
め
下
へ
、
左
斜
め
下
へ
）

落
ち
て
い
る
。
要
す
る
に
、
那
智
の

滝
に
似
て
い
る
滝
は
、
現
実
に
は
一

荊
程
度
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

別
に
『
Ｒ
本
滝
名
鑑
４
０
０
０
』
と

い
う
四
○
○
○
も
の
滝
を
収
録
し
た

写
真
集
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
て
も

傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
地
殻
変
動
に

伴
っ
て
断
層
が
生
じ
る
場
合
に
、
Ｖ

写真１８紀州の那智の滝

滝
の
形
状
が
似
て
い
る
か
ど
う
か
は
主
観
的
な
問
題
だ
ろ
う
と
か
、
滝
と
い

え
ば
ど
の
滝
も
Ｖ
字
谷
か
ら
糸
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
反

論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
Ⅱ
本
の
滝
一
○
○
選
』
の
滝
の
形
態
分
類
（
同
祥
に
収
め
ら
れ
た
一
○
○

の
滝
を
そ
の
形
状
か
ら
五
つ
に
分
類
）
に
よ
る
と
、
直
溌
（
ま
っ
す
ぐ
直
下
に

落
ち
る
滝
）
が
三
六
か
所
、
段
爆
（
右
上
か
ら
左
下
、
あ
る
い
は
左
上
か
ら
右

下
へ
と
斜
め
に
落
ち
る
滝
）
が
二
八
か
所
、
分
岐
灘
（
途
中
か
ら
数
本
に
分
か

れ
て
落
ち
る
滝
）
が
二
二
か
所
、
渓
流
潔
（
階
段
状
な
い
し
は
滑
り
台
状
に
手

前
に
向
か
っ
て
落
ち
る
滝
）
が
五
か
所
、
潜
流
潔
（
岩
の
側
面
か
ら
伏
流
水
が

瞳
き
出
る
滝
）
が
九
か
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
那
智
の
樋
は
直
雛
に
机
当
す
る

わ
け
だ
が
、
三
六
の
直
爆
の
う
ち
幅
広
（
ナ
イ
ア
ガ
ラ
風
）
の
も
の
が
二
四
滝
、



字
谷
と
の
関
係
で
上
か
ら
兇
て
も
横
か
ら
見
て
も
ち
ょ
う
ど
九
○
度
近
く
に
な

ら
な
け
れ
ば
、
Ｖ
字
谷
か
ら
糸
の
よ
う
に
落
ち
る
滝
は
形
成
さ
れ
な
い
。
滝
と

い
う
も
の
は
す
べ
て
那
智
の
滝
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
左
上
か
ら
右
下
へ
と
延
び
る
尾
根
が
滝
の
下
部
を

い
ち
ぶ

隠
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
似
て
い
る
と
な
れ
ば
、
一
割
ど
こ
ろ
か
一
分
も
類
例

は
見
い
だ
せ
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
硫
黄
島
の
こ
の
滝
が
紀
州
の
那
智
の
滝
に
擬
せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る

と
、
都
合
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
康
頼
は
紀
州
の
熊
野
参
詣
を
三
十
三
度
参

詣
す
る
願
を
立
て
、
そ
の
う
ち
十
八
度
を
果
た
し
た
と
こ
ろ
で
流
罪
に
さ
れ

た
。
残
り
十
五
度
を
こ
の
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
で
遂
げ
た
い
と
志
し
、
島
に
藩
い

た
「
共
年
ノ
八
Ｈ
ヨ
リ
怠
ラ
ザ
ル
程
一
一
、
次
ノ
年
ノ
九
Ⅲ
中
旬
」
に
な
っ
て
よ

う
や
く
「
巳
二
参
詣
十
五
度
二
満
ジ
ヌ
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
卜
五
Ｍ
参

詣
す
る
の
に
、
十
三
か
月
か
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
月
に
一
回
程
度
し
か
参

詣
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
後
述
の
よ
う
に
三
人
の
居
住
地
で
あ
る
大
谷

か
ら
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
あ
る
「
岩
殿
」
ま
で
「
僅
二
半
日
」
の
行
程
で
、
脈

雌
に
し
て
「
五
十
余
町
」
（
約
派
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
し
か
な
い
。
あ
れ
ほ
ど

熊
野
参
詣
を
熱
望
し
て
い
た
康
頼
が
、
こ
れ
ほ
ど
近
い
距
離
に
あ
る
の
に
Ⅱ
一

同
程
度
し
か
参
詣
で
き
て
い
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ

う
に
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
那
智
の
滝
は
、
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
た
後
に
の
み

処
ら
れ
る
滝
で
あ
る
。
附
止
が
り
の
条
件
の
良
い
時
を
選
ん
で
、
那
智
の
滝
を

拝
め
る
川
の
み
に
熊
野
宝
山
め
ぐ
り
を
彼
ら
が
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
参

詣
川
数
の
少
な
さ
も
納
得
が
い
く
。

４
今
に
残
る
三
所
詣
で

徳
田
所
長
に
取
材
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
だ
が
、
現
代
の
硫
黄
島
に

も
、
熊
野
三
山
詣
で
に
似
た
習
俗
が
残
っ
て
い
る
（
『
三
島
村
誌
』
に
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
）
。
成
人
式
を
迎
え
た
若
者
が
、
毎
年
一
月
一
日
に
三
つ
の
聖

地
を
め
ぐ
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
集
落
（
長
浜
村
）
の
中
心
に
集
合
し
た
新
成
人

だ
け

が
、
ま
ず
岳
ノ
神
（
写
真
四
）
に
参
詣
し
、
次
に
俊
寛
堂
に
詣
り
、
妓
後
に
熊

野
神
社
に
詣
で
る
行
事
だ
と
い
う
（
地
図
１
参
照
）
。

岳
ノ
神
は
、
現
地
の
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
昭
和
の
戦
後
に
今
の
硫
黄
岳
展

望
台
（
硫
黄
岳
の
南
西
側
の
腰
の
位
置
）
に
あ
っ
た
小
而
を
岳
ノ
神
の
地
に
遷

し
た
や
し
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
展
望
台
に
あ
っ
た
と
い
う
そ
の
小
洞

は
、
位
慨
関
係
か
ら
見
て
硫
黄
岳
の
遥
拝
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
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現
在
の
岳
ノ
神
の
場
所
に
そ
れ
が

降
ろ
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
そ
の
場

所
に
蔵
王
権
現
社
が
存
在
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
『
三
脚
紹

勝
例
会
』
『
硫
茂
陽
要
覧
』
）
。
つ

ま
り
、
新
た
な
創
建
で
は
な
く
、

も
と
か
ら
存
在
し
た
蔵
王
権
現
社

に
硫
黄
大
権
現
が
合
祁
さ
れ
た
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
も
と
か
ら

存
在
し
た
職
韮
権
現
社
の
御
神
体

が
硫
黄
大
椛
現
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
追
加
し
て
展
望
台
の
小
洞
か

言パ
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ろ
う
。
す
る
と
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
「
鬼
界
嶋
ノ
住
人
等
」

が
「
蛮
ガ
岳
」
（
稲
村
岳
）
に
「
エ
ビ
ス
三
郎
殿
」
と
い
う
神
を
祁
っ
て
「
岩
殿
」

と
名
付
け
た
と
い
う
鎮
火
の
神
は
、
岳
ノ
神
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
稲
村
岳
山

頂
に
は
洞
が
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
り
（
洞
は
未
確
認
）
、
山
全
体
が
「
岩
殿
」

と
い
う
御
神
体
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
遥
拝
所
は
岳
ノ
神
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
本
題
に
戻
る
が
、
現
在
で
も
島
の
新
成
人
が
三
所
詣
で
を
し
て
い
る
三

か
所
の
う
ち
二
か
所
は
新
宮
（
熊
野
神
社
）
と
本
宮
（
俊
覚
堂
）
で
あ
る
。
残

り
の
一
か
所
は
今
で
こ
そ
岳
ノ
神
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
康
頼
ら
が
那
智
の
滝

ま
で
回
っ
て
い
た
痕
跡
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
康
頼
ら
も
現
地
の
人
々
が
「
岩

殿
」
を
大
切
に
肥
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
（
延
慶
本
）
の
で
、
こ
の
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ら
勅
誌
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、
．
－
両
い
伝
え
は
正
確
で
な
い

部
分
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
岳
ノ
神
（
蔵
王
権
現
社
）
と
は
そ
も
そ
も
何
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
立
地
は
、
稲
村
岳
と
の
関
係
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
稲
村
岳
は
富
士

山
に
も
似
た
円
錐
形
の
成
胴
型
火
山
の
体
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
北
東
方
向

に
の
み
大
き
な
沢
が
あ
る
（
写
真
釦
）
。

こ
の
沢
の
末
端
の
、
や
や
北
寄
り
に
岳
ノ
神
が
あ
る
の
だ
。
も
し
沢
の
線
の

延
長
線
上
に
や
し
ろ
を
造
れ
ば
、
土
石
流
が
発
生
し
た
際
に
流
さ
れ
て
し
ま
う

写真２０稲村岳の北東の沢と岳ノ神（矢印）土
石

帰て鋪i学寵墓誕洲雌実流
の儒立分る傭たてかそだ村立れ際蔦
神ノ地が老ノ可火へがが岳地なで生

i溌蕊蕊、あれ
てつ称にるりずルかは見ようやって
よたかしを口れＩらなてりｏやたし
い山らて得にＩこ卜尾いこ集現北のま
だ岳みもな相しに根だの落在寄かう

一
一
ハ

写真２１俊寛堂（本宮）遥拝所

て
い
る
（
延
慶
本
）
の
で
、
こ
の

〈
硫
黄
崎
熊
野
〉
の
三
山
を
め
ぐ

、
、
、
、
、

る
際
に
、
経
路
の
途
中
に
あ
る

「
岩
殿
」
（
舟
ノ
神
）
を
含
め
て
Ⅲ

か
所
に
詣
で
て
い
た
だ
ろ
う
。
那

智
の
滝
が
雨
の
あ
と
に
し
か
見
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
康
頼
ら
の

上
洛
後
に
は
滝
が
聖
地
で
あ
る
こ

と
が
忘
れ
去
ら
れ
、
残
る
三
か
所

が
彼
ら
の
三
川
め
ぐ
り
の
痕
跡
と

し
て
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
鹿

児
島
県
立
図
書
館
蔵
『
硫
黄
大
権

現
宮
御
本
縁
』
に
は
熊
野
三
所
権
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現
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
三
か
所
を
詣
で
る
風
習
が
古
く
か
ら
存
在
し
て

い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

な
お
、
岳
ノ
神
ｌ
俊
寛
堂
ｌ
熊
野
神
社
の
経
路
は
距
離
が
遠
い
の
で
、
現
在

で
は
、
稲
村
岳
登
山
口
の
近
く
に
俊
寛
堂
（
本
宮
）
の
遥
拝
所
が
臨
時
に
設
け

ら
れ
（
正
月
の
み
。
写
真
型
、
岳
ノ
神
ｌ
熊
野
神
社
の
経
路
の
途
中
で
俊
寛

堂
（
本
宮
）
に
参
詣
で
き
る
よ
う
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

５
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
と
「
岩
殿
」
と
の
不
可
分
性
（
同
体
性
）

以
上
の
よ
う
に
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
は
三
山
が
完
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
形

状
の
類
似
性
だ
け
が
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
い
ま
擬
定
し
た
く
硫
黄
島
熊

野
〉
の
三
山
が
、
ち
ょ
う
ど
稲
村
岳
を
周
遊
す
る
よ
う
な
位
置
に
配
置
さ
れ
て、

い
る
の
で
あ
る
。
延
慶
本
で
は
、
康
頼
ら
の
参
詣
先
を
「
後
生
善
所
ノ
為
二
岩

、

、
、

殿
ニ
テ
ハ
タ
シ
候
ハ
バ
ャ
」
「
一
一
人
ツ
レ
テ
岩
殿
ヘ
ゾ
参
リ
ヶ
ル
」
と
表
現
し

て
い
る
。
硫
黄
島
の
〈
熊
野
三
山
〉
に
参
詣
す
る
と
は
言
わ
ず
に
、
「
岩
殿
」

に
参
詣
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
岩
殿
」
に
〈
熊
野
三
山
〉
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
稲
村
岳
が
「
蛮
岳
」
「
岩
殿
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ

を
熊
野
と
同
体
視
し
て
参
詣
す
る
と
い
う
考
え
方
（
表
現
）
と
、
上
述
の
よ
う

な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
周
回
路
と
は
符
合
す
る
（
地
図
１
）
。

そ
し
て
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
岩
殿
に
エ
ビ
ス
三
郎
を
祁
っ
た
と
い
う
信

仰
が
、
荒
唐
無
稽
な
作
り
話
で
は
な
く
当
時
実
際
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
別
稿
）
。
そ
の
〃
事
実
〃
に
根
ざ
し
た
岩
殿
信
仰
（
稲
村
岳
信
仰
）
と
、

物
語
内
で
康
頼
が
語
る
熊
野
三
山
勧
請
話
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
表
現

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
不
可
分
性
を
根
拠
と
し
て
、
歴
史
上
の
実
体
た

る
平
康
頼
が
実
際
に
紀
州
熊
野
を
勧
請
し
て
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
想
定
（
そ
し
て
そ
れ
が
延
慶
本
に
投
影
し
て
い
る
と
い
う
想

定
）
は
、
側
面
か
ら
補
強
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
、
康
頼
の
熊
野
三
山

勧
請
話
と
島
民
の
岩
殿
信
仰
話
、
こ
の
二
つ
の
伝
承
が
物
語
の
形
成
過
程
で

別
々
に
も
た
ら
さ
れ
、
つ
ぎ
は
ぎ
的
に
接
合
さ
れ
た
な
ら
ば
、
テ
ク
ス
ト
内
で

こ
う
は
表
現
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

硫
黄
島
の
地
理
・
地
形
は
す
べ
て
紀
州
熊
野
と
一
致
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

ま
た
延
慶
本
の
表
現
が
こ
と
ご
と
く
硫
黄
島
の
地
理
と
一
致
す
る
の
か
を
吟
味

す
る
と
、
三
点
だ
け
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
点
目
は
、
三
山
の
配
置
が
、
紀
州
と
硫
黄
島
と
で
、
鏡
を
当
て
た
よ
う
に

左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
考

え
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
那
智
の
滝
（
相
当
）
が
、
紀
州
で
は
熊
野
川
の
右
岸

方
向
（
西
側
）
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
硫
黄
島
で
は
長
浜
川
の
左
岸
方
向
（
東

側
）
に
あ
る
。
こ
の
た
め
三
山
全
体
を
線
対
称
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
第
二
に
は
、
川
の
屈
曲
点
に
本
宮
相
当
が
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
本
家
の
熊
野
本
宮
（
大
斎
原
）
付
近
は
、
熊
野
川
が
下
流
に
向

か
っ
て
左
側
に
飛
び
出
し
た
屈
曲
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
硫
黄
島
の
御
祈
明
神

（
俊
寛
堂
）
付
近
は
、
長
浜
川
が
下
流
に
向
か
っ
て
右
側
に
飛
び
出
し
た
屈
曲

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
線
対
称
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
地
形
に
制
約
さ
れ

て
、
唯
一
人
為
的
に
左
岸
か
右
岸
か
の
立
地
を
定
め
ら
れ
そ
う
な
硫
黄
島
の
新

七
三
つ
の
問
題
点

－

七
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宮
相
当
（
熊
野
神
社
）
を
、
左
岸
に
定
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
〈
硫

黄
島
熊
野
〉
は
、
三
山
ま
る
ご
と
紀
州
の
熊
野
三
山
を
線
対
称
に
写
し
取
っ
た

よ
う
な
位
置
関
係
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
自
然
地
形
の
制
約
を
受
け
つ
つ
も
、
い
か
に
本
家

の
熊
野
三
山
に
準
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
勧
請
者
（
康
頼
）

に
は
強
か
っ
た
か
、
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
延
慶
本
の
表
現
と

現
地
・
硫
黄
島
と
が
鮒
鰭
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
た
い
し
た
問
題

に
は
な
ら
な
い
。

二
点
目
は
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
本
宮
相
当
が
、
延
慶
本
で
は
「
大
ナ
ル
岩
屋
」

の
上
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
・
俊
寛
堂
は
そ
の
よ
う
な
「
岩
屋
」

に
立
地
し
て
い
な
い
。
じ
つ
は
、
「
三
国
名
勝
図
会
』
に
よ
る
と
、
俊
寛
堂
は

「
往
古
、
俊
寛
の
石
塔
、
此
川
原
の
上
に
あ
り
し
に
、
雨
水
洗
崩
し
て
」
、
「
現

在
の
谷
合
の
如
き
処
に
て
、
山
間
の
地
を
削
平
」
し
て
移
し
た
の
だ
と
い
う
。

こ
こ
に
い
う
「
川
原
の
上
」
と
は
上
流
の
意
で
は
な
く
〃
川
原
の
岩
の
上
に
乗

せ
る
よ
う
に
″
の
意
で
あ
る
。
現
在
の
長
浜
川
の
河
原
に
は
人
頭
大
の
石
が
散

見
し
、
か
つ
て
の
大
岩
が
割
れ
た
痕
跡
で
は
な
い
か
と
も
み
え
る
。
た
だ
し
、

す
ぎ
ひ
と
む
ら

延
慶
本
に
は
さ
ら
に
「
岩
屋
」
の
上
に
「
椙
一
叢
生
タ
リ
」
と
あ
る
が
、
杉
が

何
本
か
生
え
る
ほ
ど
の
巨
岩
が
か
つ
て
存
在
し
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
．
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
の
す
べ
て
の
地
形
・
地
勢
が
延
慶
本
「
平

家
」
の
表
現
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
歴
史
的
実
体
と
し
て
の
平
康
頼
が
硫
黄
島
に
熊
野
三
山
を
勧
請
し
た
こ
と

は
事
実
と
し
て
、
そ
れ
が
一
方
で
硫
黄
島
に
地
形
や
史
跡
と
し
て
残
り
、
も
う

一
方
で
延
慶
本
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
延
慶
本
に
は
当

然
虚
構
的
な
描
写
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

三
点
目
は
、
「
彼
嶋
ハ
鴫
ノ
マ
ハ
リ
西
国
廿
里
ノ
嶋
也
」
の
表
現
で
あ
る
。

『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
」
に
よ
る
と
、
「
西
国
」
の
「
里
」
と
は
要
す
る
に

近
世
以
降
一
般
化
し
た
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
Ⅱ
「
里
」
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

実
際
の
硫
黄
島
は
周
囲
約
一
四
・
五
キ
ロ
な
の
で
、
「
西
国
廿
里
」
（
約
七
八
・
五

キ
ロ
）
は
、
現
地
の
状
況
と
明
ら
か
に
棚
鰭
す
る
。
「
延
慶
本
平
家
物
語
全
注

釈
」
は
こ
れ
を
「
ほ
と
ん
ど
屋
久
島
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
大
き
さ
」
と
表
現
し
、

「
有
王
説
話
を
含
め
、
諸
本
の
鬼
界
島
描
写
は
、
そ
う
し
た
規
模
の
島
を
想
像

し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
面
が
多
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
屋
久
島
に
は
硫

黄
岳
の
よ
う
な
活
火
山
は
な
い
し
、
「
離
山
」
ら
し
き
も
の
も
、
ま
た
熊
野
三

山
に
擬
定
で
き
る
地
も
な
い
。
外
周
の
距
離
だ
け
が
近
い
こ
と
を
も
っ
て
、
屋

久
島
に
準
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
有
王
が
俊
寛
の
姿
を
求
め
て
山
へ
磯
へ

と
さ
ま
よ
っ
て
も
巡
り
会
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
規
模
の
大
き
な
島
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
実
際
の
硫
黄
島
を
歩
け
ば
、
探
し
求
め
る
人
と
簡
単
に

は
出
会
え
な
い
よ
う
な
質
量
感
が
あ
る
こ
と
を
知
る
は
ず
だ
（
そ
も
そ
も
有
王

説
話
は
別
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
）
。

先
述
の
よ
う
に
、
俊
寛
は
、
赦
免
船
が
最
初
に
到
着
し
た
地
点
（
三
人
の
居

住
地
で
あ
る
島
の
北
側
）
か
ら
、
出
帆
し
た
地
点
（
島
人
の
居
住
地
や
本
港
が

あ
る
島
の
南
側
）
ま
で
、
徒
歩
で
移
動
し
て
い
る
（
船
に
乗
せ
て
も
ら
え
た
と

も
思
え
な
い
の
で
）
。
屋
久
島
の
よ
う
な
大
き
な
規
模
の
島
を
想
定
す
る
と
、

三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
を
俊
寛
が
徒
歩
で
移
動
し
た
こ
と
に
な
り
、
非
現
実

的
で
あ
る
。
ま
た
、
北
の
居
住
地
か
ら
「
五
十
余
町
」
離
れ
た
南
の
「
岩
殿
」
（
熊

野
三
山
）
ま
で
「
半
日
」
で
往
復
で
き
た
と
い
う
距
離
感
覚
の
表
現
も
延
慶
本

一

八

303

国際文化学部論集



（
第
一
末
五
八
オ
）

に
は
存
在
し
（
「
僅
二
半
日
一
一
行
帰
ル
路
ナ
レ
ド
、
同
（
ジ
）
所
ヲ
行
帰
り
行

帰
り
」
）
、
こ
れ
と
合
致
す
る
の
は
む
し
ろ
硫
黄
島
の
ほ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
西
国
廿
十
里
」
に
は
、
何
ら
か
の
錯
誤
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。こ
れ
に
つ
い
て
、
「
西
国
廿
里
」
が
「
西
国
七
里
」
（
約
二
八
キ
ロ
）
の
誤
写

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
存
の
応
永
書
写
延
慶
本
に
至
る

ま
で
の
ど
こ
か
の
段
階
で
誤
写
が
起
こ
っ
た
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず

し
も
現
存
本
の
字
体
に
拘
泥
し
な
く
て
も
よ
い
の
だ
が
、
中
世
の
漢
字
片
仮
名

混
じ
り
文
の
文
化
圏
の
文
字
資
料
と
し
て
、
た
ま
た
ま
応
永
書
写
延
慶
本
「
平

家
物
語
」
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
の
事
例
を
こ
こ
に
挙
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
字
体
と
し
て
「
廿
」
の
右
半
分
と
「
七
」
と
は
近
似
し
て
い

る
と
い
え
る
。
少
な
く
と
も
「
七
」
の
最
終
筆
を
跳
ね
上
げ
れ
ば
「
廿
」
と
読

み
間
違
え
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
そ
し
て
、
周
囲
二
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
「
七
里
」
）
と
同
十
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
実
際
の
硫
黄
島
）
と
の
差
に
つ
い

ど;我
「
廿
」
の
例

（
第
一
本
一
○
○
ウ
）

延慶本『平家物語」硫黄島諏の実体密着性

あ
ま
り
に
も
延
慶
本
の
表
現
や
紀
州
熊
野
と
〈
硫
黄
島
熊
野
〉
と
が
符
合
す

る
の
で
、
「
平
家
」
の
成
立
後
に
、
物
語
が
現
地
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
念
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
物
語
に
似
せ
る
た
め
に

土
木
工
事
を
し
て
川
を
屈
曲
さ
せ
た
り
、
滝
を
作
っ
た
り
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
持
鉢
松
熊
野
社
と
同
時
代
か
そ
れ
以
前
に
ま
で

〈
硫
黄
島
熊
野
〉
が
遡
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
物
語
か
ら
現

地
が
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
硫
黄
島
の
稲
村
岳
信
仰

が
ｌ
い
ず
れ
明
瞭
に
域
っ
て
く
る
だ
ろ
う
が
ｌ
日
本
神
話
の
源
流
と
で
も

い
う
べ
き
様
相
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
補
強
材
料
と
な
る
。

け

と
こ
ろ
で
、
四
度
目
の
硫
黄
島
の
調
査
の
お
り
、
運
よ
く
植
物
学
者
吉
良
今

ざ
よ
し

朝
芳
（
元
鹿
児
島
大
学
教
授
、
元
鹿
児
島
国
際
大
学
教
授
）
の
講
話
を
現
地
で

（
８
）

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
硫
黄
島
に
は
、
ノ
イ
チ
ゴ
、
グ
ミ
、
タ
ラ
の
芽
、
ヤ
マ

ノ
イ
モ
、
ョ
モ
ギ
、
ゼ
ン
マ
イ
を
初
め
と
し
て
、
食
用
に
な
る
植
物
が
三
○
○

種
類
以
上
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
捨
て
殺
し
の
よ
う
な
流
罪
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
は
流
人
が
生
存
で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ

も
、
硫
黄
島
に
流
さ
れ
て
人
が
生
き
て
い
け
よ
う
は
ず
が
な
い
と
い
う
先
入
観

て
だ
が
、
当
時
の
人
が
島
の
広
さ
を
い
う
と
き
に
、
た
と
え
ば
硫
黄
岳
の
山
頂

に
立
っ
て
島
の
周
囲
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
て
「
西
国
七
里
」
と
表
現
し
て
し
ま

う
こ
と
や
、
舟
に
乗
っ
て
島
を
周
回
し
た
感
覚
で
「
西
国
七
里
」
と
大
雑
把
に

言
い
表
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
お
わ
り
に

一

九
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を
否
定
し
う
る
材
料
と
な
る
。

冒
頭
で
、
実
体
密
着
性
（
事
実
性
）
の
濃
淡
に
着
目
す
る
と
、
延
慶
本
の
重

層
的
形
成
過
程
が
見
え
て
く
る
と
述
べ
た
。
小
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
延
慶
本

『
平
家
」
の
一
部
に
は
、
間
違
い
な
く
現
地
の
実
体
に
根
差
し
た
部
分
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
と
に
、
地
理
的
に
は
す
こ
ぶ
る
現
地
に
忠
実
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
実
体
に
根
差
し
て
い
な
い
部
分
も
す
で
に

見
え
始
め
た
と
い
う
こ
と
だ
。
異
郷
ら
し
き
島
の
描
写
や
、
辺
民
た
る
島
民
の

描
写
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
砂
浜
の
ほ
と
ん
ど
無
い
硫
黄
島
に
砂
浜
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
詳
し
く
述
べ
た

い
．
今
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
ｌ
諸
本
比
較
に
よ
る
古
態
性
の
検
証
と
は
別

の
観
点
か
ら
ｌ
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
形
成
過
程
の
解
明
に
、
間
違
い
な

く
突
破
口
が
開
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）
延
慶
本
の
引
用
テ
ク
ス
ト
は
、
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
（
一
九
九
○
）
に

よ
る
。
延
慶
本
の
影
印
は
、
「
大
東
急
記
念
文
庫
平
家
物
語
」
第
一
巻
～
第
六

巻
（
汲
古
瞥
院
、
一
九
八
二
～
三
）
に
よ
る
。

（
２
）
小
稿
の
中
で
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
の
は
野
中
哲
照
（
二
○
一
二
）
。
一
方
、
「
別
稿
」

と
呼
ぶ
の
は
、
こ
れ
か
ら
執
筆
予
定
の
稲
村
岳
信
仰
に
関
す
る
論
、
康
頼
像
の
重

層
性
に
関
す
る
論
。

（
３
）
康
頼
の
伝
記
や
年
齢
に
つ
い
て
は
、
山
田
昭
全
二
九
七
五
）
、
佐
々
木
紀
一

（
二
○
○
九
）
に
よ
る
。

（
４
）
近
代
以
降
の
稲
村
岳
登
山
口
は
そ
の
北
麓
の
水
道
タ
ン
ク
脇
と
さ
れ
て
い
る

が
、
往
古
は
自
然
地
形
を
利
用
す
べ
く
沢
筋
を
上
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

注

で
、
北
東
麓
の
岳
ノ
神
が
登
山
口
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
事
前
準
備
と
し
て
筆
者
の
平
地
で
の
歩
幅
の
平
均
値
を
計
っ
た
。
緩
い
登
り

坂
で
五
二
セ
ン
チ
、
平
坦
地
で
五
四
セ
ン
チ
、
緩
い
下
り
坂
で
五
六
セ
ン
チ
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
平
均
値
を
採
っ
て
一
律
五
四
セ
ン
チ
で
計
算
す
る
こ
と

に
し
た
。
ま
た
、
大
谷
～
岳
ノ
神
を
平
地
部
と
し
て
計
測
し
た
も
の
の
、
現
在
、

岳
ノ
神
か
ら
の
沢
道
は
登
れ
な
い
た
め
、
水
道
タ
ン
ク
近
く
の
稲
村
岳
登
山
口
か

ら
山
頂
三
角
点
ま
で
の
距
離
を
別
に
測
り
、
あ
と
で
合
算
す
る
方
式
を
採
っ
た
。

た
だ
し
、
沢
道
で
も
尾
根
道
で
も
、
距
離
に
大
き
な
差
は
出
な
い
と
み
ら
れ
る
。

以
下
、
本
文
に
示
し
た
四
つ
の
数
字
の
詳
細
を
示
す
。

ま
ず
は
最
終
的
に
取
り
下
げ
た
考
え
方
だ
が
、
〈
平
地
部
と
山
間
部
と
を
分
け
、

地
勢
に
忠
実
に
実
測
的
な
数
字
を
出
す
と
い
う
方
針
で
臨
ん
だ
場
合
〉
…
大
谷
～

岳
ノ
神
の
平
地
部
は
四
一
五
○
歩
で
、
こ
れ
に
五
四
セ
ン
チ
を
乗
じ
て
二
二
四
一

メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
を
歩
い
た
歩
数
な
の
で
、
当

時
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
ジ
グ
ザ
グ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
い
わ
い
、

大
谷
の
沢
（
約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
）
は
古
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
と
み
ら
れ
る

自
然
の
道
な
の
で
、
そ
の
区
間
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
を
歩
い
た
歩
数
と
沢
道
を

歩
い
た
歩
数
と
を
比
較
し
て
み
る
と
（
沢
道
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
が
並
行
し
て

走
っ
て
い
る
の
で
比
較
し
や
す
い
）
、
前
者
を
歩
く
と
七
九
○
歩
で
済
む
と
こ
ろ
、

後
者
を
歩
く
と
一
四
八
五
歩
か
か
っ
た
。
後
者
（
当
時
の
沢
道
）
は
前
者
（
現
在

の
車
道
）
の
一
・
八
八
倍
の
距
離
感
覚
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

二
二
四
一
メ
ー
ト
ル
×
一
・
八
八
倍
で
四
二
一
三
メ
ー
ト
ル
（
①
）
。
「
岩
殿
」
ま

で
の
距
離
が
麓
の
遥
拝
所
ま
で
と
い
う
こ
と
な
ら
、
こ
の
数
字
と
な
る
。
一
方
、

稲
村
岳
登
山
口
～
山
頂
の
山
間
部
は
一
一
三
三
歩
（
上
り
一
一
一
八
歩
、
下
り

一
一
四
八
歩
の
平
均
値
。
じ
つ
は
上
り
と
下
り
の
歩
数
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
）

で
、
山
間
部
で
の
歩
幅
を
平
均
三
○
セ
ン
チ
と
み
て
乗
じ
れ
ば
、
約
三
四
○
メ
ー

ト
ル
。
平
地
部
の
四
二
一
三
メ
ー
ト
ル
と
山
間
部
の
三
四
○
メ
ー
ト
ル
と
を
合
計

し
て
四
五
五
三
メ
ー
ト
ル
（
②
）
と
な
る
。

次
に
、
当
時
の
人
々
が
歩
数
を
頼
り
に
距
離
を
測
る
際
に
、
平
地
部
と
山
間
部

と
に
分
け
る
こ
と
は
し
な
い
と
考
え
て
、
〈
平
地
部
と
山
間
部
と
を
分
け
な
い
方

針
で
臨
ん
だ
場
合
〉
…
平
地
部
の
四
一
五
○
歩
と
山
間
部
の
一
一
三
三
歩
と
を
合

一

一
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考
文
献

冨
倉
徳
次
郎
二
九
六
四
）
「
平
家
物
語
研
究
」
東
京
”
角
川
智
店

わ
せ
て
計
五
二
八
三
歩
。
こ
れ
に
五
四
セ
ン
チ
を
乗
じ
て
二
八
五
三
メ
ー
ト
ル
。

こ
れ
に
調
整
用
の
一
・
八
八
を
乗
じ
れ
ば
五
三
六
三
メ
ー
ト
ル
（
③
）
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
調
整
用
の
一
・
八
八
倍
は
大
谷
周
辺
で
、
沢
道
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道

路
と
が
並
行
に
走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
き
出
し
た
数
字
な
の
で
、
山
間
部

を
含
め
て
考
え
れ
ば
調
整
用
の
数
字
は
一
・
八
八
倍
で
は
な
く
二
倍
程
度
と
考
え

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
二
八
五
三
メ
ー
ト
ル
に
二
・
○
○
を
乗
じ
れ
ば

五
七
○
六
メ
ー
ト
ル
（
④
）
と
な
る
。

な
お
、
調
査
時
点
で
稲
村
岳
山
頂
の
三
角
点
か
ら
先
は
竹
薮
の
た
め
進
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
伝
承
の
小
洞
は
八
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
誤
差
は
当
然
あ
る
だ
ろ
う
し
、
本
文
中
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
山
頂
ま
で
な
の
か
麓
ま
で
な
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
図
で
傭
澱

す
る
の
と
は
違
い
、
徒
歩
に
よ
っ
て
実
測
す
る
と
「
五
十
余
町
」
は
烏
の
実
勢
に

合
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
６
）
現
在
の
持
鉢
松
遺
跡
周
辺
の
万
之
瀬
川
は
、
改
修
が
行
わ
れ
て
流
路
が
変
化

し
て
い
る
。
地
図
４
は
明
治
三
五
年
測
還
の
地
図
を
も
と
に
復
元
し
た
市
村
高
男

（
二
○
○
三
）
に
よ
る
。
川
の
屈
曲
が
見
や
す
い
よ
う
に
、
川
を
黒
く
塗
り
つ
ぶ

し
た
。

（
７
）
松
田
文
夫
（
二
○
○
四
）
に
よ
る
と
、
後
鳥
羽
院
の
二
十
二
回
の
熊
野
詣
で

（
般
後
は
承
久
三
年
Ⅱ
一
二
二
一
）
の
あ
と
、
後
嵯
峨
院
は
三
回
（
一
二
五
○
、

一
二
五
五
、
一
二
五
七
）
し
か
参
詣
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
も
間

が
あ
い
て
他
山
院
は
一
度
だ
け
（
一
二
八
一
）
参
詣
し
て
い
る
。
そ
れ
と
入
れ
替

わ
り
に
一
通
が
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
本
宮
に
参
龍
し
、
時
宗
を
中
心
と

し
た
熊
野
信
仰
の
二
度
目
の
盛
期
が
訪
れ
る
。

（
８
）
二
○
一
二
年
二
月
十
三
日
の
夜
に
三
島
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
６

次
産
業
化
に
向
け
て
の
勉
強
会
」
。

北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
二
九
九
○
）
「
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
」
東
京
恥
勉

誠
社
（
一
九
八
二
～
三
）
「
大
東
急
記
念
文
庫
平
家
物
語
」
第
一
巻
～
第
六
巻

東
京
恥
汲
古
書
院

延
慶
本
注
釈
の
会
（
二
○
○
六
）
「
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
」
第
一
末
（
巻
二
）
東

京
》
汲
古
書
院

向
井
芳
樹
（
一
九
七
六
）
「
俊
寛
の
遺
跡
’
二
つ
の
硫
黄
島
」
「
帝
塚
山
学
院
大
学
研

究
論
集
」
ｎ
号

大
石
直
正
（
一
九
八
○
）
「
外
が
浜
・
夷
島
考
」
「
関
晃
先
生
還
暦
記
念
日
本
古
代
史

研
究
史
」
東
京
”
吉
川
弘
文
館

源
健
一
郎
（
一
九
九
二
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
平
康
頼
像
ｌ
猿
楽
・
法
楽
・
夢
想
」

「
関
西
大
学
日
本
文
学
研
究
」
三
号

佐
倉
由
泰
（
二
○
○
六
）
「
「
き
か
い
が
烏
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
え
方
ｌ
「
平
家
物
語
」

の
記
述
の
多
元
性
と
偏
向
性
」
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
批
」
七
一
巻
五
号

野
中
哲
照
（
二
○
一
二
）
「
薩
摩
硫
黄
島
の
境
界
性
と
「
平
家
物
語
」
」
「
鹿
児
島
国
際

大
学
国
際
文
化
学
部
論
集
」
第
過
巻
第
２
号

馬
場
光
子
（
二
○
一
○
）
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
東
京
雑
識
談
社
（
学
術
文
庫
）

山
田
昭
全
（
一
九
六
五
）
「
平
康
頼
伝
記
研
究
（
そ
の
二
後
白
河
院
近
習
時
代
」
「
大

正
大
挙
研
究
紀
要
儲
教
畢
部
・
文
畢
部
」
団
号

佐
々
木
紀
一
（
二
○
○
九
）
「
平
康
頼
瞥
伝
」
「
米
沢
国
語
国
文
」
三
八
号

五
来
重
（
一
九
六
七
）
「
熊
野
詣
」
東
京
”
淡
交
社
／
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
○
○
四

景
山
春
樹
（
一
九
七
二
「
熊
野
愛
茶
羅
の
研
究
」
「
那
智
叢
沸
」
第
十
六
巻

加
藤
隆
久
編
（
一
九
九
八
）
「
熊
野
三
山
信
仰
事
典
」
東
京
》
戎
光
祥
出
版

松
田
文
夫
編
（
二
○
○
四
）
「
熊
野
三
山
史
年
表
崇
神
天
皇
髄
年
（
３
世
紀
）
か
ら

平
成
廻
年
（
二
○
○
○
）
ま
で
』

山
本
殖
生
（
二
○
一
○
）
「
熊
野
三
山
の
原
像
を
聖
地
景
観
か
ら
探
る
」
「
山
岳
修
験
」

四
六
号

五
代
秀
尭
・
橋
口
兼
柄
（
一
九
六
六
）
「
三
国
名
勝
図
会
」
鹿
児
島
沖
南
日
本
出
版
文

化
協
会
／
青
潮
社
、
一
九
八
二

市
村
高
男
（
二
○
○
三
）
「
ｕ
～
胆
世
紀
の
万
之
瀬
川
河
口
の
性
格
と
持
鉢
松
遺
跡

ｌ
津
湊
泊
海
運
の
視
点
を
中
心
に
し
た
考
察
ｌ
」
「
古
代
文
化
」
第
弱
巻

一
一
一

300

延慶本「平家物語」硫黄島諏の実体密蒲性



誹
談
社

木
田
薫
（
二
○
○
五
）
「
日
本
滝
名
鑑
４
０
０
０
」
大
阪
韓
東
方
出
版

第
２
号

中
村
和
美
・
栗
林
文
夫
（
二
○
○
三
）
「
持
鉢
松
遺
跡
（
２
次
調
査
以
降
）
・
芝
原
遺
跡
．

渡
畑
遺
跡
に
つ
い
て
」
「
古
代
文
化
」
五
五
巻
二
号

三
島
村
誌
編
纂
委
員
会
（
一
九
九
○
）
「
三
島
村
誌
」
耐

グ
リ
ー
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
務
局
編
（
一
九
九
一
）
胃

国際文化学部論巣第13巻第３号（2012年１２月）

鹿
児
島
県
二
一
一
島
村

「
日
本
の
滝
一
○
○
選
」

東
京
恥

二

二
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